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きの ◎の停留値を ◎0(X,x′)とする｡ これは今の状況の下で (4)式中のフェルミオンを積分する
ことにより得られる◎に村する有効作用の停留点であり､
璽 1S2(X,Ⅹ′)=< 4,sl(Ⅹ )4,S2(Ⅹ′)>,¢2重sl(Ⅹ′,Ⅹ)=< 砿 (Ⅹ)車 812(Ⅹ′)>, (5)
をみたす｡ここで､期待値<>の意味は ◎=◎0 とした分配関数から計算されるものである｡ す
なわち､self-consistentな方程式となっている｡ この期待値が0でない値を持つとき､U(1)の
ゲージ不変性が自発的に破れていることは容易に解る｡ また､ギャップ関数は












































qxy-郁 +0(E)(- Edの場合,,蛋(1･0((芸)2×10-2))(sr2Ru04の場合) (ll)
となる｡ ここで､tはホッピングパラメータである｡ 各々とも前半部は微細構造定数となってい
るo これは(9)､(10)式のトポロジカル不変な部分からくるものである｡dx2_y2+iEdry型の場合












である｡ ここで 入=m-1は通常の超伝導体(i.e.,qxy -0)の場合の磁場侵入長となる｡また､np
は Z軸方向の単位長さあたりの面の数をあらわす｡ここで半径 αの円筒形の穴の空いた超伝導体
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